
美味顎馬ん紀行
明石鯛でおめでたい!

タイ

明
石
海
峡
の
タ
イ
は
、
潮
流
の
激

し
さ
で
身
が
引
き
締
ま
る
こ
と
、
ま

た
エ
ビ
や
カ
ニ
な
ど
餌
が
豊
富
な
こ

と
か
ら
栄
養
が
高
く
旨
み
が
多
い
と

い
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
明
石

鯛
の
姿
焼
き
が
将
軍
に
献
上
さ
れ
た

と
い
う
。
お
正
月
な
ど
お
め
で
た
い

と
き
に
は
ぜ
ひ
明
石
鯛
を
。
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明石といえば…

タコ

\ ←ミ霊室二二二

明
石
と
い
え
ば
タ
コ
、
タ
コ
と
い

え
ば
明
石
と
い
う
ほ
ど
有
名
な
明
石

ダ
コ
が
お
い
し
い
の
は
、
明
石
海
峡

の
激
し
い
潮
の
流
れ
の
中
で
、
岩
に

貼
り
つ
く
た
め
吸
盤
が
強
く
筋
肉
質

に
な
る
こ
と
に
秘
密
が
あ
る
と
か
。

明
石
の
タ
コ
は
信
号
を
渡
る
と
い
う

ウ
ワ
サ
も
げ
‥
そ
ん
な
引
き
締
ま
っ

た
明
石
タ
コ
は
昼
綱
の
お
造
り
は
も

ち
ろ
ん
、
天
日
に
干
し
て
作
ら
れ
る

干
し
ダ
コ
も
お
い
し
い
。
旨
み
が
凝

縮
し
た
干
し
ダ
コ
を
炊
き
込
ん
だ
の

が
、
明
石
の
郷
土
料
理

「
タ
コ
飯
」
。

名
目

I
u
葛姐

〆一

四田園
戸宅./二高音

遜翼葦;

丁

明石の食と抜群の相性

江
戸
時
代
初
期
か
ら
酒
造
り
が
行

な
わ
れ
て
い
た
明
石
の
西
部
。
六
甲

山
系
の
良
い
水
と
、
播
磨
平
野
の
良

い
米
に
恵
ま
れ
「
灘
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
が
、
神
戸
の
灘
が
有
名
に
な
り
、

束
に
対
し
て

「
西
灘
」

と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
。
明
石
の
地
酒
は
島
香

(
し

ま
か
)

と
い
う
独
特
の
香
り
と
、
深

い
味
わ
い
が
特
徴
で
、
明
石
の
新
鮮

な
魚
と
相
性
が
抜
群
。
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た
ま
ご
焼
き
、
た
こ
焼
き
と
も
い

わ
れ
る
明
石
名
物
。
タ
コ
が
入
っ
た

ふ
わ
ふ
わ
の
た
ま
ご
焼
き
を
、
だ
し

汁
に
つ
け
て
い
た
だ
く
。
そ
の
由
来

は
、
た
ま
ご
の
白
身
を
使
っ
た
工
芸

品
の
、
残
っ
た
黄
身
を
利
用
し
て
誕

生
し
た
と
い
う
説
が
。
明
石
に
は
約

7
0
店
舗
の
明
石
燐
の
お
店
が
あ
る
。

明石の家庭の味

いかすざ

新鮮なアナゴを

香ばしく

い
か
な
ご
を
炊
く
醤
油
の
香
り
が

家
々
か
ら
た
だ
よ
っ
て
く
る
と
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
る
人
も
多
い
。
2

月
下
句
境
か
ら
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
で

は
い
か
な
ご
新
子
の
漁
が
始
ま
る
。

新
鮮
な
い
か
な
ご
を
醤
油
で
甘
辛
く

じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
も
の
は
、
姿
が

古
釘
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

「
く
ぎ

煮
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
。
ご
飯
に
、

お
つ
ま
み
に
。
カ
ル
シ
ウ
ム
も
た
っ

ぷ
り
。\
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眺詣覇蒜風景

タ
イ
、
タ
コ
と
並
ぶ
明
石
名
物
。

そ
の
味
わ
い
は
年
中
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
滋
養
も
豊
富
。
中
で
も
新
鮮

な
ア
ナ
ゴ
を
、
そ
の
店
独
自
の
秘
伝

の
タ
レ
で
焼
き
上
げ
た
香
ば
し
い
焼

き
ア
ナ
ゴ
は
、
お
み
や
げ
に
も
最
適
。

お
寿
司
や
、
ア
ナ
ゴ
丼
、
酢
の
物
、

お
吸
い
物
や
茶
碗
蒸
し
に
入
れ
る
の

も
良
い
。
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襲

子牛せん 人丸

明石を通る子午線にちなんだ銘菓

明石の名所や旧跡にちなんだ銘菓を作り続

ける老舗。

「子牛せん」はバターと卵をふんだんに使い、

サクッとした軽さが特徴のせんべい。

人丸 明石銀座本店 10枚手さけ袋入り 5〇〇円

住所’明石市本町十6-1 1 6故紙箱入り 735円̃

密01 20-82○○201 2〇枚缶入り 1 ,26〇円一

営業時間:8:00へ1 9:30
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蹄議院詰風景

清酒 神鷹
江井ケ嶋酒造
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蛸壷弁当 ひっぼりだこ飯淡路屋
l度に3度楽しめる駅弁

蛸壷風の容器に明石の名産、タコを詰め込

んだ人気の駅弁。見て楽しく、食べておいし

く、食べた後の容器はおみやげにも。

お弁当の淡路屋

JR西明石駅構内の直営店で取り扱い

密078-431 -1 682

http://www.awajiya.co.jp/

大吟醸 来楽 賓泉 茨木酒造

明石の地酒をおみやげに

伝統の技が磨きあげた大吟醸

江戸時代から続く酒どころ・明石を代表する酒蔵・茨木酒

造の「来楽」は、飲む人に楽しみが訪れるようにと名付け

られた。 「費泉」原酒の最適米とされる山田錦を100%

使用した大吟醸。 (1,8生5,000円 720m生3,000円)

茨木酒造合名会社

明石市魚住町西岡1 377

雪は07 8-946〇〇〇 6 1

純米明石

のどごしが良く

飲み飽きない味に仕上げた純米酒

古い酒蔵が残る江井ヶ嶋酒造の代表作「神鷹」のう

ちの「純米明石」は、純米酒のもつ米の旨みを出し

つつ、のどごしが良く、飲み飽きない味。ラベルのロゴ

は江戸時代に幕府から頂いた酒造株に記された字

体からとった。 (1,8生1,995円 720m生945円)

江井ケ嶋酒造株式会社

明石市大久保町西島9 1 9

狂078-946-1 001 http://www.e主Sake.jp
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明石名店の味

料亭旅館人丸花壇
明石市大茂夫神町と○ ○とと

[営] 「 1 :○○へ「 4:0〇、 「 6:○○-2口:30

(日曜、祝日は「 「 :○○-20:30)

雪はO78-9「と-「7「 7

[休]なし

[駐車場]あり

[交通] JR神戸線明石駅よりタクシーで5分/

山陽電鉄人丸新駅より南へ徒歩3分

http://WWW,hitoma「ukadan.com/

・松花堂弁当(昼)
"…………‥

4,と〇〇円-

・季節懐石… 8,4〇〇円-

・たこ懐石・・○○ ○○5〇〇円へ

・ふりふり懐石

………… 10,5〇〇円へ

ミニ会席…… 6,3〇〇円

(季節懐石以上はサービス漸騰)

明石蛸、明石鯛を創意工夫をこらした伝統の技で

料亭旅館 人丸花壇

明
石
海
峡
の
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
日
本
料
理
が
自
慢
の
明
石

を
代
表
す
る
料
亭
旅
館
。
明
石
蛸
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
味
わ
え
る

「
蛸
づ

く
し
懐
石
」
や
明
石
鯛
の
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
が
豪
快
に
味
わ
え
る

「
ふ
り
ふ

り
懐
石
」
な
ど
、
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
メ
ニ
ュ
ー
は
五
感
で
愉
し
め
感

動
的
。
天
然
温
泉
を
使
用
し
た
露
天

風
呂
も
あ
り
、
「
日
帰
り
温
泉
プ
ラ

ン
」
も
大
好
評
。
近
隣
に
は
明
石
天

文
科
学
館
や
明
石
の
台
所
「
魚
の
棚
」

も
。
神
戸
か
ら
車
で
約
3
0
分
、
大

阪
か
ら
な
ら
約
一
時
間
と
、
ち
ょ
っ

と
足
を
伸
ば
せ
ば
、
明
石
が
誇
る
海

の
幸
を
存
分
に
味
わ
え
る
。
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田一義藩競芸風景

藤江尾分大 本店

明石市本町「 -1 2-「 7

雪は078-9 「 「 -3635

[営]9:○○- 1 8:30

工休]火曜日(水曜日は不定休)

[駐車場]なし

[交通] JR神戸線明石駅・

山陽電鉄明石駅より

徒歩5分

37

・ミニ草葉…‥・1本525円

・丁稚羊妻……「本945円

・めで鯛もなか

……‥"……… lケ「58円

・蛸壷…………1ケ「58円

・矩冊もなか…「ケ「58円

漢JR明石駅 臆西畑そごう店

ステーションプラザ東館 密078-99○○3「 「 「

蜜078-913-0「56 [営]10:○○-と0:○○

[営]9:○○へと0:00

[休]不定体
獲神戸そごう店
雪配口78-と5 「 -と825

[営] 「 0:00-と0:○○

美味一徹

江戸時代創業の老舗和菓子店

和菓子 藤江屋分大

明
石
の
名
産
に
ち
な
み
蛸
壷
を
型

取
っ
た
皮
に
は
つ
ぶ
餞
を
、
鯛
は
こ

し
館
、
短
冊
は
ひ
き
茶
解
を
挟
ん
だ

「
明
石
も
な
か
」

は
、
味
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
見
た
目
も
と
て
も
愛
ら
し

い
。
な
か
で
も
鯛
は

「
め
で
鯛
も
な

か
」
と
よ
ば
れ
、
慶
祝
用
と
し
て
重

宝
さ
れ
て
い
る
。

本
店
の
ほ
か
、
丁
R
明
石
駅
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
明
石
、
そ
ご

う
西
神
店
、
そ
ご
う
神
戸
店
で
取
り

扱
っ
て
い
る
が
、
本
店
の
立
礼
席
で

ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
い

た
だ
く
の
も
お
す
す
め
。
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須磨歴史紀行

ブタンプラ瑚一

須磨の名所をたどる毎年恒例のスタンプラリー。今年

は須磨区の木でもある「松」をテーマに開催。小誌でも

紹介した現光害、須磨寺などをまわってスタンプ5個集め

ると、素撤な賞品があたる抽

選に応募できる。またクイズ

を設置している箇所もあり、

新たな須磨が発見できるかも。

まずは、施設の割引クーポ

ンもついているパスポートを

手に入れて。

臆期間:10月6日(土)費「1月25日(目)

※プレゼント応募締切は1 2月5目(水)まで

臆須磨観光協会事務局

丁且」O78-731-4341 (代) (須磨区役所まちづくり推進課内)

第14回

須磨寺楽市
「お大師さん」の須磨寺と、菅原道真公を祀る綱敷天

満宮の問にあることから「智慧の道」とよばれる須磨寺

前商店街で、恒例の楽市(フリーマーケット)が開催される。

当日は、神戸市西区神田地

区の新鮮野菜の朝市も出店さ

れるほか、餅つきも行われる。

売り切れ御免、お早めにどうぞ。

臆日時:11月4日(日)

1 0:00̃15:00

(雨天中止)

漢場所:須磨寺前商店街

本通り

和歌が好きな方へのおみやげに

『須磨蘭画かるた』

紀貫之や藤原定家など多くの歌人が風光明媚な須
磨を訪ね、歌を残している。須磨を詠んだ和歌を百首あつ

めた「須磨百首かるた」は、大正時代に発売されたものを

昨年、地元のNPO団

体が現代版に復刻し

た。詠み人や出典な

ども書かれており、須

磨をより深く、身近に

知ることができる。

喜須磨歴史倶楽部

事務局

丁E」O90-8539-8703
10月14日、 「須磨百百かるた」を使ったかるた大会

が初めて須磨寺で開催された
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醜講読芸風景

●須磨海づり公園

・雪で書
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日本のあけぼのから明石の歴史をたどる

明石市立文化博物館
明石といえば、人類の起源として議論さ

れている「明石原人」を思い浮かべる人も

多いのでは。明石市立文化博物館では、

さまざまな角度からその謎に迫っている。ほ

か、アカシゾウの復元骨榔票本や石器など

明石のあ刷まのから、畿内への入り口として文化の交流がさかんだった

時代、城下町であった明石の姿や、農業、漁業、焼き物など「自然環境と

人々のくらし」を中心こ、明石の歴史や果たしてきた役割を紹介している。

11月10日(土)-12月9日(日)は、遺跡の復元画を制作している古川

和子さんの原画展「絵で見る考古学」が、企画展として開催される。

臆開館 9:30-17こ30(入館は17:00まで)

月曜休館(祝日・特別展期間中は除く)

喜料金 一般200円 中高生150田 中中生100円

※特別展期間中は料金別途設定

漢明石市立文化博物館(JR明石駅・山陽電鉄明石駅北へ徒歩5分)

丁乱078-91 8-5400

子午線の通る街で宇宙にふれる

明石市立天文科学館
日本の標準時刻を決める東経135度目本標準時子午線が

通る街・明石。この子午線の真上にたつ明石市立天文科学

館には、日本最古といわれる大型プラネタノウムがあり、天体や

宇宙の神秘に出会うことができる。展示室には、地球儀時計

や子牛機など時に関するギャラリー、隕

石など宇宙に関する展示などがある。プ

ラネタノウムの-般投影番組は、11月1

日(木)一12月2日(日) 「星座と神話の

めぐ)あいへ秋の星座とギノシャ神話へ」 。

獲開館 9:30へ17:00(入館16:30まで)

月曜・第2火曜休(祝日の場合は翌日)

臆料金 一般700円 中高生400円 小学生300円

臆明石市立天文科学館

(山陽電鉄人丸前駅北へ徒歩5分/JR明石駅北東へ徒歩1 5分)

丁E」O78-91 9-5000

明石のタコの吸盤のひみつ
通常、タコの吸盤は、みんな同じ大きさで揃っているが、

明石のタコは、付け根付近の吸盤が他の部分の吸盤よ

りも大きくなっている。それは、明石海峡の潮流がきつく、

流されないように、岩などにしっかり吸い付くために発達し

たといわれでいる。さらに、他のタコよ

りも足が太いため、明石のタコは立つ、

または信号を渡るといわれている…。

うそか本当か…。

11月の旬の魚 

タチウオ(9-11月)サワラ(10-11月)アナゴ(10- 

12月)カワハギ(9へ1月)カワッエビ(5-12月)クルマ 

エビ(8-11月)ワダ)ガ二(9費2月)ハリイカ(10-12 

月)タイラギ貝(12青4月) 

40
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醜藩滞篇風景
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明石海峡
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浮世絵tこ描かれた

須磨・明石の名月
S u m a Akas hi

「源氏五十四帖 明石」尾形月謝

42

「雪月花 播州 明石の月」楊州周延「雪月花 摂津 須磨の月」楊州周延

須
磨
に
移
り
住
み
、
月
見
を
楽
し
ん
だ
在
原

行
平
や
、
「
源
氏
物
語
」

に
よ
っ
て
、
平
安
時

代
に
は
、
「
月
見
の
名
所
」

と
し
て
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
た
須
磨
。

一
方
、
明
石
は
、
明
石
大
門

(
明
石
海
峡
)

を
は
じ
め
と
す
る
美
し
い
海
辺
の
情
景
が
、
万

葉
集
、
古
今
集
の
時
代
か
ら
歌
に
詠
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

そ
ん
な
須
磨
、
明
石
を
描
い
た
、
3
点
の
作

品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
尾
形
月
餅

(
安
政
6

年
̃
大
正
9
年
)
、
楊
州
周
延

(
天
保
9
年

̃
大
正
元
年
)

と
も
に
明
治
期
に
活
躍
し
た
浮

世
絵
師
で
す
。
(
協
力
白
申
右
瑛
)
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田音読窟萌蒜鳳景
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西須磨ウオーク
『海からの眺め、鉢伏山から須磨離宮公園へ、

須磨寺・お大師様を楽しむハイク』

「 「月と書目(水)・漢と月と書目(金)
(いずれも小雨決行・雨天中止)

集合時間・場所 「〇時・須磨浦公園(須磨浦公園駅下車) 

須磨浦公園一須磨海岸一鉢伏山上駅一展望閣 
一旗振茶屋-おらが茶屋一高倉中学校 

一神戸女子大学一須磨離宮公園(昼食) 

ー須磨専一須磨寺駅 
(要□ ープウェイ片道運賃35〇円) 

共催/須磨歴史倶楽部 協力/須磨離宮公園・須磨観光協会

圭頁麿浦山上遊園
ロープウェイからはじまる須磨浦物語
山陽電鉄「須磨浦公園駅」からロープウエイで約3分。

眼下にひるがる大阪湾や神戸の街並

山上からは神戸空港からの航空機の離発着が

眺望できるビュースポット。

神戸市須磨区-の谷5-3-2

「0:○○へ「8:○○

(「 「月より「0:○○へ「7:○○)

休園日/火曜日

(「2月3日へ7日は

定期点検のため休園)
l且078-73 「 -2520
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一
口
空
室
善
吉
へ
」
出
雲
三
言
『
告
〇
十
ヮ
」
雲
三
号

神
戸
の
お
嬢
さ
ん

推薦者 中村友一
(有)御影貿易商事

代表取締役社長

44

日
本
人
的

ゆ
か
し
さ
も
備
え
て

エ
レ
ナ
・
パ
ノ
ー
ワ
さ
ん

(
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
日
本
語
学
校
)

エ
レ
ナ
・
パ
ノ
ー
ワ
さ
ん
は
ロ
シ
ア
の
古
都
、
セ
ン
ト
ぺ

テ
ル
ス
ブ
ル
グ
の
パ
モ
ス
キ
ー
国
立
大
学
を
卒
業
後
、
日
本

語
の
勉
強
の
た
め
神
戸
に
来
た
。
今
で
は
、
ひ
ら
が
な
や
日

本
の
若
者
も
か
け
な
い
漢
字
も
習
得
し
、
さ
ら
に
上
達
を
目

指
し
て
努
力
を
重
ね
る
日
々
。

母
親
の
厳
し
い
躾
の
下
で
育
て
ら
れ
た
せ
い
か
、
正
し
い

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
日
本
人
的
な
ゆ
か
し
さ
も
兼

ね
備
え
た
外
国
人
ら
し
か
ら
ぬ
お
嬢
さ
ん
で
あ
る
。

趣
味
は
魚
釣
り
で
、
帰
郷
し
て
父
親
と
ロ
シ
ア
の
川
で
魚

釣
り
に
興
じ
、
家
族
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
す
る
の
が
楽
し
み
だ
と
い
う
。

神戸外国倶楽部にて

o書

なま、_ 、▼
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「
ノ
≒

」
E
≒

l
三
三
一
書
二
三
/
「
丁
(
三
上
と
ー
ノ

神
戸
の
お
嬢
さ
ん

推薦者 藤 高之
神戸製鋼ラグビー部

主務

美
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

彼
女
か
ら
パ
ワ
ー
を

鈴
木

麻
衣
子
さ
ん

(
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
神
戸
支
社
勤
務
)

学
習
院
大
学
在
学
中
は
、
ラ
ク
ロ
ス
を
さ
れ
て
い
た
鈴
木

さ
ん
。
彼
女
の
、
活
発
で
負
け
ず
嫌
い
な
性
格
は
、
ス
ポ
ー

ツ
で
培
わ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

現
在
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
神
戸
支
社
で
営
業
を
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
体
を
使
う
こ
と
を
い
や
が
ら
ず
、
お
客
様
へ
の
こ

ま
め
な
気
遣
い
も
忘
れ
な
い
彼
女
に
は
ぴ
っ
た
り
の
仕
事
。

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
美
し
い
だ
け
で
な
く
、
内
面
も
す
ぼ
ら

し
い
女
性
で
す
。

今
年
か
ら
、
鈴
木
さ
ん
を
中
心
に
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
様
に
は
神
戸

製
鋼
ラ
グ
ビ
ー
部
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

兵庫県立美術館にて

漢
音
置

○
○
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社
会
運
動
家
・
賀
川
豊
彦
の
精
神
を
受
け
継
ぐ

生
活
協
同
組
合
が
神
戸
で
誕
生

と
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ

木炭を配達する御用聞き係(昭和25年頃)

「
コ
ー
プ
さ
ん
」

と
親
し
み
を
込

め
て
呼
ば
れ
る
生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
こ
う
べ
。
コ
ー
プ
こ
う
べ
は
、
全

国
で
も
最
多
の
組
合
数
を
も
つ
最
大

規
模
で
も
っ
と
も
古
い
生
活
協
同
組

合
で
も
あ
る
。

大
正
初
期
、
米
の
値
段
が
高
騰
し
、

食
べ
る
に
も
事
欠
く
中
、
社
会
運
動

家
・
賀
川
豊
彦
の
指
導
の
も
と
、
労

働
組
合
の
枠
を
越
え
て
市
民
的
な
社

会
事
業
と
し
て
誕
生
し
た
神
戸
購
買

組
合
と
、
賀
川
豊
彦
の
助
言
を
仰
い

で
実
業
家
・
那
須
善
治
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
灘
購
買
組
合
が
誕
生
し
た
。

組
合
員
宅
を
ま
わ
っ
て
注
文
を
聞
き

商
品
を
配
達
す
る
、
戦
前
か
ら
の
御

用
聞
き
制
度
は
、
現
在
の
協
同
購
入
・

個
人
宅
配
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

1
9
6
2
年
に
は
、
両
生
協
が
合
併
、

灘
神
戸
生
協
と
な
っ
た

(
1
9
9
1

年
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
に

名
称
変
更
)
。

生
活
協
同
組
合
と
い
う
組
織
は
、

46
賀川豊彦
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1
8
4
4
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
誕
生

し
た
。
2
8
人
の
労
働
者
が
1
ポ
ン

ド
の
資
金
を
出
し
合
い
、
ロ
ッ
チ

デ
ー
ル
公
正
開
拓
者
組
合
を
つ
く
り
、

砂
糖
や
小
麦
粉
な
ど
を
売
る
店
を

開
い
た
。
こ
の
時
に
、
適
正
な
量

目
や
価
格
を
守
り
、
み
ん
な
で
運

営
し
、
利
益
が
出
れ
ば
み
ん
な
で

分
配
す
る
と
い
う
生
協
の
精
神
が

生
ま
れ
た
。

神
戸
で
誕
生
し
た
コ
ー
プ
こ
う

べ
も
、
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
自
分
た

ち
の
生
活
を
守
ろ
う
と
い
う
、
助

け
合
い
の
精
神
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
だ
っ
た
。

コ
ー
プ
こ
う
ぺ
が
、
全
国
に
先

駆
け
て
行
な
っ
た
取
り
組
み
が
い

く
つ
も
あ
る
。

ま
ず
は
、
食
品
添
加
物
の
排
除
。

1
9
6
0
年
代
、
高
度
経
済
成
長

の
ま
っ
た
だ
中
、
公
害
や
食
品
添

加
物
問
題
が
浮
上
。
う
ど
ん
、
そ食品添加物を排除したパンの製造は、

試行錯誤の連続だった

ば
の
殺
菌
剤

(
過
酸
化
水
素
)

の
使

用
や
、
豆
腐
の
保
存
料

(
A
F
2
)

の
使
用
を
い
ち
早
く
禁
止
す
る
と
と

も
に
、
1
9
1
8
年
に
は
全
国
で

初
め
て
パ
ン
の
製
造
工
程
で
使
わ
れ

て
い
た
臭
素
酸
カ
リ
ウ
ム
を
排
除
し

た
食
パ
ン
を
発
売
。

ま
た
、
環
境
問
題
へ
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
コ
ー
プ
こ
う
べ
は
、

レ
ジ
袋
の
有
料
化
も
早
か
っ
た
。

1
9
7
0
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
を
き
っ
か
け
に
、
レ
ジ
袋
を
何
回

も
便
お
う
と
い
う
声
が
組
合
員
か
ら

あ
が
っ
た
。
袋
を
持
参
す
る
と
ス
タ

ン
プ
が
た
ま
り
割
引
が
受
け
ら
れ
る

ス
タ
ン
プ
制
度
は
7
3
年
か
ら
実
施
。

9
5
年
か
ら
は
レ
ジ
袋
の
代
金
を
代

金
箱
に
入
れ
る
形
式
に
な
っ
た
。
今

年
6
月
か
ら
は
、
1
5
0
店
舗
で
、

レ
ジ
袋
が
必
要
な
と
き
は
商
品
と
一

緒
に
レ
ジ
で
支
払
う
方
法
に
変
更
。

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
は
ほ
ぼ
9
割

に
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

2
0
0
1
年
に
は
、
店
舗
か
ら

出
る
野
菜
く
ず
や
、
魚
の
ア
ラ
な
ど

の
加
工
く
ず
を
集
め
て
堆
肥
に
し
、

そ
の
堆
肥
を
利
用
し
て
野
菜
を
生
産

す
る

「
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
」

へ
の
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
質
を
向
上

さ
せ
よ
う
と
い
う
生
活
文
化
活
動
は
、

創
立
間
も
な
い
頃
に
発
足
さ
れ
た
生

活
婦
人
組
織
「
家
庭
会
」

の
精
神
で

も
あ
る

「
教
え
合
う
こ
と
、
学
ぶ
こ

と
、
行
な
う
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
活
動
で
あ
る
。

今
年
創
立
2
5
周
年
を
迎
え
て
、
コ

ー
プ
こ
う
べ
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、

く
ら
し
の
研
究
会
や
食
生
活
活
動
と

と
も
に
、
絵
画
教
室
や
ダ
ン
ス
教
室

な
ど
の
文
化
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。

誕
生
か
ら
8
6
年
た
っ
た
現
在
も
、

「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は

一
人
の
た
め
に
」

と
い
う
創
立
以
来

の
精
神
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
。
コ
ー
プ
さ
ん
は
、
い
つ
の
時
代

も
組
合
員
の
く
ら
し
を
支
え
助
け
合

う
組
織
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

2007年6月からレジ袋はレジで購入する方法に
47
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外
国
籍
を
も
つ
人
が
多
く
集
ま
る
神

戸
・
長
田
。
阪
神
淡
路
大
震
災
直
後
か

ら
、
日
本
語
が
書
け
な
い
、
話
せ
な
い

人
た
ち
へ
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
「
た

か
と
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
多
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
、

翻
訳
セ
ン
タ
1
な
ど
1
0
の
団
体
が
活

動
を
続
け
る
。
そ
の
ひ
と
つ

「
ツ
ー
ル
・

ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

は
、
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活

用
し
た
市
民
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

映
像
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
村
上
さ
ん
は
、
多
文
化
や
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ

(
少
数
者
、
弱
者
)

を
テ
ー
マ
に

活
動
す
る
傍
ら
、
週
末
に
は
子
ど
も
た

ち
と
と
も
に
映
像
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
。

「
多
文
化
を
背
景
に
持
つ
子
ど
も
た

ち
は
、
偏
見
や
差
別
の
た
め
周
囲
に
気

後
れ
を
感
じ
る
子
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
文
章
で
表
現
で
き
な
い
な
ら
画
用

紙
に
絵
を
描
く
よ
う
に
映
像
を
用
い
て
、

自
分
を
表
現
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

で
き
あ
が
っ
た
作
品
を
社
会
に
発
信
す

る
こ
と
で
自
信
を
も
っ
て
ほ
し
い
」
。

優
し
い
笑
顔
の
裏
に
は
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
と
長
田
の
ま
ち
を
元
気

に
し
た
い
と
い
う
熱
い
想
い
を
秘
め
て

い
る
。

「市民メディア」で

多文化共生のまちづくし
ー
ノ

村上 桂太郎
多文化プロキューブ「ツール・ド・コミュニケーション」映像グ)エーター/ 「FMわいわい」パーソナリティー

http:I/www.tcc「 1 7.orglp「O-Cubel
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エレガンス、

気持ちが豊かに

なるバッグ
藤本 芳
(有〉ボルサソベラナクリエイティブ・ディレクター

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
と
文
化
を
背
景

と
し
た
、
エ
レ
ガ
ン
ト
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
バ
ッ
グ
、
小
物
を
手
が
け

て
い
る
ボ
ル
サ
ソ
ベ
ラ
ナ
。

素
材
と
し
て
使
っ
て
い
る
生
地
の
多

く
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
場
で
生
産
さ

れ
た
織
物
。
「
そ
れ
ら
の
工
場
で
は
自

分
が
受
け
継
い
だ
織
り
方
に
誇
り
を
も

っ
て
い
て
、
文
化
が
き
ち
ん
と
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
」
。

そ
ん
な
古
い
伝
統
を
持
つ
素
材
を
使

い
、
日
本
の
職
人
の
手
に
よ
り
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
ら
れ
る
バ
ッ
グ
。
「
常

に
女
性
が
輝
く
よ
う
に
…
こ
の
バ
ッ
グ

を
持
つ
方
が
、
気
持
ち
が
豊
か
に
な
る

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
。
そ
し
て
何
よ
り
使

い
や
す
い
こ
と
」
を
心
が
け
て
い
る
。

い
つ
か

「
神
戸
ら
し
い
」

い
ろ
い
ろ

な
業
種
が
集
ま
っ
て
、
神
戸
の
エ
ス
プ

リ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が

夢
。
「
仕
事
を
通
じ
て
、
長
い
歴
史
の

中
で
私
た
ち
は
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
生
か
さ

れ
て
い
る
時
間
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」

と
い
う
藤
本
さ
ん
。
美
し

い
織
物
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
豊

か
さ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え

た
い
と
い
う
。
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